
今後のごみ減量施策の方向性

周知・
意識啓発

• ゼロカーボンシティの考え方の定着
• ごみを出さない・環境負荷の少ないライフスタイルの拡大
• 市民同士がごみ減量を考え・発信する座談会・ミニサロン（町内会、職場、学校等）
• ＳＮＳや学校、企業など様々な広報チャンネルの活用、
• 市のあらゆるイベントを活用しての広報
• 独自アプリ
• ごみ減量サポーター（周知啓発の協力）
• ごみの分け方・出し方の一覧表の配布、分かりやすいチラシ等の配布

３Ｒの推進

• 資源化品目の追加（生ごみ、剪定枝）
• 資源化の促進（雑がみや古着のステーション回収）
• 拠点回収の場所の拡充
• いつでも排出可能な拠点の設置（上勝町のゼロ・ウェイスト運動）
• キエーロの普及（販売、説明、補助金、発案者の講演会）
• 民間リサイクル施設の活用（生ごみ、古紙、かん、ペットボトル等）
• すべての活動での３Ｒ実践の呼びかけ（集会の紙資料の再資源化等）
• 紙を使用しない生活の推進
• 資源物集団回収のインセンティブ（行事利用のバス代補助、イベント開催経費等）
• 未分別ごみへの対策強化（収集しない）

ごみ有料化

• 有料ごみ袋の販売によるごみ有料化
• ３Ｒの実践を引き出すため
• ごみの分別・減量をしないと負担が増える仕組み
• ごみ排出量に応じた負担
• 大きな45ℓごみ袋のみ有料化
• 不法投棄や店舗への家庭ごみ持込などへの対策
• 燃やせるごみのみ有料化（粗大ごみの不法投棄を防ぐ）
• 慎重な検討が必要

事業系ごみ
対策

• 事業者アンケート
• 事業者向け勉強会
• 従業員向けごみ減量の教育


